
片
山　

薫

（
市
民
カ
エ
ル
）

❶
ア
多
摩
地
域
の
自
治
体
議

員
が
行
っ
た
26
市
の
生
活
保
護

行
政
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

へ
の
見
解
は
。
イ
住
居
の
な
い

方
に
対
し
、
現
在
地
保
護
を
し

て
い
る
か
。 

ウ
無
料
低
額
宿

泊
所
へ
の
入
居
を
強
要
す
べ
き

で
は
な
い
。
エ
速
や
か
な
ア
パ

ー
ト
転
宅
を
基
本
支
援
と
し
、

就
労
に
つ
な
が
れ
ば
、
施
設
で

は
な
く
大
家
の
収
入
や
税
収
の

増
加
に
な
る
。
オ
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
か
ら
の
転
宅
希
望
に
つ
い
て
、

要
件
を
緩
和
し
て
実
現
せ
よ
。

部
長　

ア
各
市
と
同
様
、
国

や
東
京
都
の
方
針
に
沿
っ
た
対

応
と
認
識
し
て
い
る
。
イ
現
在

地
で
の
福
祉
事
務
所
で
の
対
応

が
基
本
と
認
識
し
て
い
る
。
ウ 

田
頭
祐
子

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

❶
人
権
感
覚
に
あ
ふ
れ
る
市

民
対
応
の
た
め
に
、
人
権
に
敏

感
な
職
員
を
増
や
す
取
組
を
。

ア
職
員
の
実
態
調
査
と
、
全
職

員
に
セ
ク
ハ
ラ
防
止
相
談
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
し
な
い
か
。

イ
Ｄ
Ｖ
と
子
ど
も
虐
待
の
連
鎖

を
予
防
し
、
支
援
に
つ
な
げ
る

た
め
、
子
ど
も
に
関
わ
る
全
部

署
を
対
象
と
し
た
研
修
や
二
次

被
害
防
止
の
た
め
の
対
策
を
実

施
し
な
い
か
。
ウ
性
暴
力
被
害

者
へ
の
救
済
・
支
援
を
盛
り
込

む
研
修
な
ど
の
実
施
体
制
は
。

部
長　

ア
管
理
職
に
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

現
状
の
体
制
は
、
男
女
３
名
ず

つ
の
相
談
員
と
、
男
性
３
人
、

女
性
４
人
の
苦
情
処
理
委
員
を

紀　

由
紀
子

（
公
明
党
）

❶
失
語
症
は
、
脳
卒
中
や
交

通
事
故
で
脳
の
言
語
中
枢
が
傷

つ
い
て
起
こ
る
言
葉
の
障
が
い

で
、
会
話
、
読
み
書
き
な
ど
の

理
解
も
難
し
く
な
る
。
他
者
と

の
意
思
疎
通
が
取
れ
な
い
ス
ト

レ
ス
か
ら
会
話
や
外
出
を
避
け

る
よ
う
に
な
り
、
孤
立
を
深
め

や
す
い
。
意
思
疎
通
支
援
者
の

養
成
は
、
国
が
２
０
１
８
年
度

に
制
度
化
し
、
東
京
都
で
支
援

養
成
者
講
座
が
行
わ
れ
て
い
る
。

修
了
者
が
失
語
症
支
援
に
携
わ

る
仕
組
み
を
作
り
、
支
援
に
繋

げ
な
い
か
。
ア
失
語
症
の
周
知

啓
発
の
た
め
、
失
語
症
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
し
お
り
を
自

立
生
活
支
援
課
等
に
設
置
し
な

い
か
。
イ
東
京
都
と
連
携
し
て

た
ゆ
久
貴

　

 

（
日
本
共
産
党
）

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
抑
え
る
に
は
、
エ

ピ
セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
感
染

が
集
中
し
て
い
る
地
域
を
見
つ

け
出
し
、
そ
こ
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
大
規
模
に
拡
充
し
、
無
症
状

を
含
め
た
感
染
者
を
隔
離
・
保

護
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ア
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
有
効
性
、
必

要
性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

イ
感
染
状
況
や
検
査
状
況
等
の

情
報
開
示
を
進
め
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。
ウ
医
療
機
関
・

介
護
施
設
・
福
祉
施
設
・
保
育

園
や
学
校
な
ど
、
集
団
感
染
の

リ
ス
ク
の
高
い
施
設
の
関
係
者

に
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行

う
こ
と
を
求
め
る
。
エ
感
染
者

へ
の
生
活
物
資
の
支
援
を
。
オ

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
増
や
す
た
め
、

医
療
機
関
等
へ
の
財
政
支
援
を

行
う
べ
き
。
カ
国
や
東
京
都
に

強
く
財
政
支
援
を
求
め
る
べ
き
。

部
長　

ア
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
大

の
有
効
性
は
妥
当
と
考
え
る
。

イ
必
要
な
情
報
の
開
示
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ウ
必
要
性
は

あ
る
と
思
う
が
、
国
や
東
京
都

の
支
援
策
を
見
定
め
て
検
討
し

た
い
。
エ
検
討
す
る
事
項
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
オ
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
カ

求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

❷
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

11
号
線
に
つ
い
て
、
東
京
都
が

環
境
概
況
調
査
を
始
め
、
事
業

化
を
進
め
て
い
る
。
市
長
は
抗

議
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

市
が
判
断
す
る
立
場

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

配
置
し
て
い
る
。
イ
教
員
へ
の

研
修
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
の

人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
て
い
る
。

ウ
研
修
に
は
広
聴
係
の
職
員
が

毎
年
参
加
し
て
い
る
。
性
暴
力

被
害
者
へ
の
救
済
・
支
援
は
、

相
談
だ
け
で
終
わ
る
も
の
で
は

な
く
、
支
援
の
入
口
と
し
て
、

適
切
な
支
援
に
ど
う
つ
な
ぐ
か

を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

課
長　

イ
二
次
被
害
防
止
の

た
め
、
窓
口
担
当
者
へ
の
情
報

共
有
と
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

❷
学
校
の
給
食
着
は
、
柔
軟

剤
等
の
強
い
香
り
で
体
調
を
崩

す
子
ど
も
に
貸
出
し
を
行
う
等

の
対
応
が
で
き
な
い
か
。

課
長　

一
つ
の
方
法
と
し
て
、

個
別
に
給
食
着
を
学
校
で
用
意

す
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

ホ
テ
ル
も
住
宅
扶
助
の
対
象
と

な
る
が
、
緊
迫
性
に
鑑
み
無
料

低
額
宿
泊
所
の
案
内
を
し
て
い

る
。
エ
相
談
を
し
な
が
ら
、
自

立
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
る
。

オ
難
し
い
が
、
研
究
し
た
い
。

❷
学
校
一
斉
休
校
後
の
分
散

登
校
な
ど
、
子
ど
も
へ
の
負
担

が
心
配
で
あ
る
。
ア
少
人
数
学

級
の
検
討
状
況
は
。
イ
子
ど
も

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
検
討
・

設
置
に
は
教
育
委
員
会
の
関
わ

り
が
重
要
と
思
う
が
、
見
解
は
。

部
長　

ア
現
状
で
は
不
可
能
。

室
長　

イ
ど
の
よ
う
に
連
携

を
図
る
か
を
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
明
石
市
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
災
害
対
策
を
例

に
、
ひ
と
り
親
へ
の
支
援
策
、

給
食
無
償
化
、
30
人
学
級
の
実

施
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

支
援
に
繋
げ
て
い
か
な
い
か
。

部
長　

ア
で
き
れ
ば
設
置
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

イ
東
京
都
と
連
携
を
密
に
し
て

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

❷
市
が
結
ん
で
い
る
コ
ン
ビ

ニ
と
の
地
域
活
性
化
包
括
連
携

協
定
を
充
分
に
い
か
せ
。
ア
東

大
和
市
の
例
を
参
考
に
、
コ
ン

ビ
ニ
を
使
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

回
収
事
業
を
行
わ
な
い
か
。
イ

夜
間
で
も
利
用
可
能
な
コ
ン
ビ

ニ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
。

部
長　

ア
現
在
、
導
入
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
イ

課
題
を
解
決
し
、
導
入
に
向
け

て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
乳
児
用
液
体
ミ
ル

ク
の
備
蓄
拡
充
や
、
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
の
周
知
啓
発
、
設
置
補

助
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

❶
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福

祉
会
館
建
設
に
つ
い
て
。
ア
工

期
の
大
幅
短
縮
に
よ
る
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
、
安
全
で
陽
当
た
り
の

良
い
大
き
な
広
場
の
確
保
、
新

庁
舎
と
同
等
の
陽
当
た
り
と
免

震
構
造
を
（
仮
称
）
新
福
祉
会

館
に
も
採
用
の
「
市
民
を
幸
せ

に
す
る
３
点
セ
ッ
ト
」
を
実
現

で
き
る
設
計
に
軌
道
修
正
す
べ

き
。
イ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
処
理
工

場
に
あ
る
も
の
を
、
こ
れ
ま
で

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
と
し
て
使

っ
て
き
た
建
物
に
暫
定
移
設
す

る
こ
と
は
物
理
的
に
可
能
か
。

市
長　

ア
竣
工
に
影
響
を
及

ぼ
す
設
計
条
件
を
見
直
す
こ
と

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

課
長　

イ
技
術
的
に
は
可
能

で
あ
る
と
思
う
が
、
床
の
補
強
、

屋
根
の
補
修
、
電
気
工
事
等
の

附
帯
工
事
が
必
要
と
な
る
。

❷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
未
執
行
と
な
る
予
算
や

不
用
額
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
基
金
に
積
み
、

対
策
の
財
源
と
す
べ
き
。

部
長　

細
か
な
部
分
が
ま
だ

全
庁
的
に
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、

全
体
調
整
の
中
で
考
え
て
い
く

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

❸
正
規
職
員
数
は
、
現
状
677

人
に
対
し
、
職
員
定
数
条
例
で

は
790
人
で
、
113
人
の
差
が
あ
る
。

職
員
定
数
条
例
の
見
直
し
に
つ

い
て
話
を
し
て
い
か
な
い
か
。

部
長　

検
討
す
べ
き
課
題
が

数
多
く
あ
り
、
悩
ま
し
い
が
、

適
切
な
時
期
に
職
員
定
数
の
見

直
し
を
進
め
て
い
き
た
い
。

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

❶
ア
障
が
い
の
あ
る
方
の
移

動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
国
の

支
援
制
度
で
は
、
通
勤
・
通

学
・
通
所
に
は
使
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
国
は
市
に
柔
軟
な
制

度
設
計
を
求
め
て
い
る
が
、
市

の
制
度
で
も
使
え
な
い
理
由
は
。

イ
移
動
に
困
難
を
抱
え
る
方
が

い
な
い
よ
う
な
市
に
す
る
た
め
、

市
の
事
業
で
カ
バ
ー
す
べ
き
。

部
長　

ア
人
的
支
援
の
確
保

な
ど
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

現
在
は
国
の
制
度
と
同
様
の
規

定
に
し
て
い
る
。
イ
制
度
の
充

実
の
要
素
と
し
て
、
従
事
者
の

研
修
等
は
検
討
し
て
い
る
。
社

会
参
加
は
必
要
な
の
で
、
対
応

が
必
要
と
い
う
認
識
は
あ
る
。

❷
ア
玉
川
上
水
の
樹
木
の
伐

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

マ
ス
コ
ミ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
し
て
、
必
要
以
上

に
国
民
を
煽
り
、
恐
怖
心
を
植

え
付
け
る
報
道
を
繰
り
返
し
て

い
る
。
行
政
も
そ
れ
に
影
響
さ

れ
た
対
応
を
し
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
病
理
的
害

毒
よ
り
社
会
的
害
毒
の
方
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
例

と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
示
す
。
①

市
民
全
員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行

い
、
120
人
の
感
染
者
が
い
た
と

仮
定
す
る
と
、
感
染
者
36
人
を

見
逃
し
、
千
200
人
の
偽
陽
性
者

を
生
み
出
す
。
不
必
要
な
検
査

は
す
べ
き
で
は
な
い
。
②
Ｇ
Ｄ

Ｐ
が
27
・
８
％
マ
イ
ナ
ス
と
な

れ
ば
、
自
殺
者
が
６
千
500
人
増

加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
経
済

の
復
活
を
一
刻
も
早
く
す
べ
き

で
あ
る
。
③
不
慮
の
事
故
で
の

年
間
死
者
数
は
、
浴
室
で
１
万

９
千
人
、
食
事
を
喉
に
詰
ま
ら

せ
た
窒
息
死
は
９
千
人
、
交
通

事
故
死
は
３
千
200
人
、
転
倒
事

故
死
は
５
千
788
人
、
住
宅
火
災

は
946
人
で
あ
り
、
必
要
以
上
に

恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
市
長

の
見
解
を
求
め
る
。

市
長　

議
員
か
ら
様
々
な
デ

ー
タ
が
示
さ
れ
た
。
私
と
し
て

は
、
正
し
く
恐
れ
る
、
正
し
い

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
不
足
な
ど
が

起
こ
っ
て
し
ま
う
と
市
民
に
大

き
な
影
響
が
及
ぶ
。
過
剰
に
恐

怖
心
を
煽
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

採
は
や
り
す
ぎ
で
あ
る
。
桜
を

植
え
る
た
め
に
こ
れ
以
上
樹
木

を
伐
採
す
べ
き
で
は
な
い
。
イ

生
物
多
様
性
へ
の
考
え
は
。

部
長　

ア
文
化
財
保
護
の
た

め
の
適
切
な
措
置
と
考
え
る
。

市
長　

イ
桜
以
外
の
樹
木
に

つ
い
て
も
一
定
の
対
応
が
と
ら

れ
て
い
る
。
桜
が
生
育
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
市
に
問

わ
れ
て
い
る
姿
勢
と
考
え
る
。

清
水
が
く

（
自
民
党
・
信
頼
）

ア
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

11
号
線
に
つ
い
て
防
災
の
観
点

か
ら
市
長
に
問
う
。
災
害
は
待

っ
た
な
し
で
あ
り
、「
想
定

外
」
で
は
許
さ
れ
な
い
。
本
都

市
計
画
道
路
は
、
広
域
避
難
場

所
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
等
に
資

す
る
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
災

害
救
助
車
両
や
緊
急
搬
送
等
の

様
々
な
場
面
で
必
要
不
可
欠
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
市
長

の
見
解
は
。
イ
市
長
の
最
も
重

要
な
職
責
は
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
事
で
あ
る
。
自
然
も

残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
市
長

は
市
民
の
命
を
守
る
責
任
が
あ

る
。
政
治
家
は
、
時
に
大
き
な

反
対
が
あ
っ
て
も
何
が
重
要
か

判
断
し
、
決
断
せ
ね
ば
な
ら
な

い
時
が
あ
る
。
歴
代
の
市
長
も
、

過
去
の
そ
の
よ
う
な
決
断
に
よ

り
今
の
便
利
な
小
金
井
市
が
あ

り
、
そ
れ
を
継
承
し
て
今
の
西

岡
市
政
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
の
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

ア
防
災
上
の
視
点
も

大
切
だ
が
、
環
境
保
全
の
視
点

も
非
常
に
大
切
で
あ
る
。
イ
市

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
視
点

と
同
時
に
本
市
の
魅
力
、
市
民

の
思
い
も
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
３
・
４
・
11
号
線

に
つ
い
て
は
十
分
な
理
解
が
得

ら
れ
て
い
な
い
状
況
と
考
え
る

た
め
、
了
解
な
く
事
業
化
を
進

め
る
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

■
そ
の
他
、
消
防
団
活
動
の
技

術
継
承
の
た
め
、
現
団
員
が
長

く
継
続
で
き
る
環
境
整
備
に
つ

い
て
要
望
し
ま
し
た
。

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
対
策

／
学
校
で
の
香
害

ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト

を
実
現
し
よ
う

新
庁
舎
等
の
建
設
は

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

コ
ロ
ナ
拡
大
を
防
ぐ
た
め

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を

失
語
症
の
周
知
・
啓
発
と

支
援
に
つ
な
ぐ
仕
組
み
を

新
型
コ
ロ
ナ
を
正
し
く

理
解
し
正
し
く
行
動
す
べ
き

移
動
の
自
由
を
守
ろ
う
／

全
て
の
樹
木
の
尊
重
を

市
民
の
命
を
守
る
都
市

計
画
道
路
と
防
災
の
観
点

2020年3月 玉川上水沿い
（陣屋橋から小金井橋）
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